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令和５年４月５日 基地周辺対策特別委員会 議事録 

９時57分 開会 

 

○出席委員 （８人） 

   委 員 長 北地 範久 

   副委員長 児玉 朋也 

   委 員 末広 天佑、小中 真樹雄、中川 智之、和田 芳弘、山崎 年一、 

        寺岡 公章 

   議  長 賀屋 幸治 

   副 議 長 網谷 芳孝 

○欠席委員 なし 

 

○北地委員長 皆さん、おはようございます。それでは、定足数に達しておりますので、た

だいまより会議を開きます。 

  今日はユーチューブのほうは放送しないということで、委員長独断で決めましたんで、

内部調整ということで、放送はしておりませんので、申し添えておきます。 

  急遽お集まりいただきまして、お忙しい中、本当にありがとうございます。 

  それでは、日程１、中間報告の作成について、皆さんの御意見をいただきたいと思いま

す。 

  例年、中間報告、改選期にはやっとるわけなんですけども、６月議会において。今回、

どうするかというのを皆さんと御協議したいと思います。 

  中間報告の作成については、規則上、委員会は、その審査または調査中の事件について、

特に必要があると認めるときは、中間報告をすることができるという規定になっておりま

す。 

  今回、正味なところ、コロナの影響がかなりありまして、２年間で実際のところは執行

部のほうから報告事項を受けるだけというような状況がずっと続いておりました。そうい

う状況の中で、我々の活動としては、特に視察も行ってはおりませんし、研修会や勉強会

等も開いておりませんので、報告する事項というのがあまり見当たらないというのが、委

員長としては大変申し訳ないんですけど、皆さんには。委員長ふがいないためにこういう

状況になってしまいました。 

  そういった中で、中間報告をどうしましょうかという話なんですが、いかがでしょうか。 

  寺岡委員。 

○寺岡委員 私も当初は委員長と同じように、特に議会の本会議で報告するようなことはな

いのでは、中身がないのではないかというふうに思ってはいたんですが、今回、中間報告

というよりも、前回の改選期に特別委員会が本会議にて設置された４年間の活動報告にな

ると思うんですよ。中間報告は２年前にされてますので、その中間報告があっての４年間

の活動報告、次の改選期にこの特別委員会が設置されるかどうか未定ですので、今のとこ

ろ、その４年間の総括は一応流れとしてはしておくのがけじめではあるかなと思います。 
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  ２年前の中間報告を拝見したところ、日々というか定例会ごとの執行部からの状況報告、

これを端的に前特別委員長がまとめて報告しておられますので、この冒頭部分はそれを踏

襲しながら、こういった報告を受けてきたというところを簡単にまとめて、報告というこ

とでよいのではないかなというふうに思っております。 

  以上です。 

○北地委員長 ありがとうございます。 

  他に。 

  局長。 

○山田議会事務局長 言葉だけの問題なんですが、中身は活動報告でも結構なんですけれど

も、活動報告というのは、この特別委員会を閉じるということが決定している場合に限っ

て、活動報告ということになりますので、この場合には議会運営委員会にかけていただい

て、本会議場で終了することが決定しているということが条件になりますので、形として

は中間報告という形でやっていただけたらというふうに思います。 

○北地委員長 ということになりますと、この２年間の報告というような形にはなろうかと

は思いますね。 

  今の局長の話では、特別委員会が終了する時点で、最終的な報告の場合はそういう形に

なろうかということみたいです。 

  ということの中でいかがでしょうか。 

  他にございませんか。 

  副委員長。 

○児玉委員 ということは、今の寺岡委員の意見を尊重して、報告はするということで意見

はないかということなんでしょうか。それとも、先ほど委員長が特になければいいなとい

う、どちらのほうなんでしょうか。 

○北地委員長 ２つの意見あるんですけど、寺岡委員の意見は尊重しつつ、ほかの意見があ

ればという話の中で、いかがでしょうかね。 

  今の段階では、寺岡委員が言われたように、最終報告ではないんで、４年間の報告とい

うことではなく、２年間の報告をする形になろうかと思うんですけども、報告をしたほう

がいいのかどうか。 

  ちょっとその辺で。 

  議長。 

○賀屋議長 この２年間は先ほど委員長も言われたように、コロナ禍で、この特別委員会と

して特に報告をしないといけないような活動はなかったように思います。 

  防衛局のほうから来てもらって、騒音測定の状況であるとか、防音工事の基準の説明で

あるとかというような動きはありましたけれども、そこを報告にまとめるというのもどう

かなというふうに思いますし、特にないんであれば、このさっき、委員長から説明ありま

したように、特に中間報告という形でしないと終われないということでもないでもないか

なというふうに思います。 

  活動報告という形でこの特別委員会をもう閉じるんであれば、それは必要でしょうけど
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も、継続をして、基地がある以上、次の改選後も続けて特別委員会を持ってもらうという

ことであれば、活動報告という形での終止符も打つこともできないのでないかなというこ

とは、まさにコロナという理由が大きくあると思うんで、そのことを考慮して、特に中間

報告というのは必要でないというふうに思います。 

  以上です。 

○北地委員長 ありがとうございました。という御意見も出ました。 

  末広委員。 

○末広委員 前回の中間報告書の中で、例えば、継続されているものとかの状況を、説明が

多分すごい難しいのかもしれないですけど、状況等は一応文章に残したほうがいいのでは

ないかなと思ったりはするんですけども、結局、コロナでできなかったっていうところも

残しておくべきなのではないかなと思います。 

  以上です。 

○北地委員長 ありがとうございました。 

  いろいろ意見は出とりますけども、ほかには意見ございませんでしょうか。 

  小中委員。 

○小中委員 そういう何か、こういう報告を受けたとか、そういうのを中間報告で出すの何

の意味があるんかと思います。 

  だから、議長が言われるように、もう別に出さなくてもいいと私は思います。 

○北地委員長 他にございませんか。 

  寺岡委員。 

○寺岡委員 私も先ほど発言の中で申し上げたように、中身自体はそんなにないので、正直

どちらでもいいかなというふうに、心情的には思うんですが、２年前の前特別委員長の報

告の中で、まさに前半部分は執行部からの報告が述べられておるわけですよ。それが無駄

なことを報告したのかというふうになりますので、それはあまりよい流れではないかなと

思いますので、２年前の報告の前半部分のある程度踏襲しながら、数字、言葉を換えなが

ら、報告というのはしておいたほうが議会の連続性というのは保たれるのではないかなと

思います。 

  以上です。 

○北地委員長 小中委員。 

○小中委員 もう一回言いますけど、そんなやってますよみたいなのをやって、何の意味が

あるのかというのは、私は重ねて申し上げます。 

○北地委員長 いかがでしょうか。今、中間報告するべきとしなくていいのではないかとい

う意見が出ているので、もしなければ採決ではないけど、挙手でやるしかないのかなとい

うような感じにはなっておりますけども。 

  ありませんか。 

  山崎委員。 

○山崎委員 意見が割れとる中で、委員長、副委員長に一任することで、委員長と副委員長

で話し合うて、どうしたらいいかを決めてもらうほうがええと思いますが。多数決でやっ
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たら。よろしくお願いします。 

○北地委員長 委員長、副委員長に一任という声も出ました。 

（発言する者あり） 

○北地委員長 委員長一任。つらい立場になりましたね。 

  今、２名の方が賛成、２名がしなくていいのではないかというような、その他の皆さん、

御意見。 

  和田委員。 

○和田委員 私はこの２年間、別に大幅に何か変更があったとかいうのはないですよね。た

だ、騒音問題がちょっと増えたという問題だけで、別に報告することはないのではないか

と思うんですがね。それだけです。 

○北地委員長 ありがとうございます。 

  正直なところ、去年がちょっと減っとるんですよ、騒音も、トータルでいえば。今年度

がどうかというのはありますけども、トータル的には増えてはいないというのがちょっと

データ的には出てます。 

  他に意見ございましたらどうぞ。一応、皆さんの意見を聞いとかんと。 

○網谷副議長 意見が割れとるという意味なんですが、私は常識的に執行部の報告も受けと

りますよね。８回受けとるんですかね、２年間でね。そういうこともありますし、それで

新聞報道なんかもいろいろありますので、そういうのも加味して、そんなに詳しいことで

はないが、ある程度の中間報告というのは必要ではないかと思います。 

○北地委員長 はい、ありがとうございます。３対３。 

  中川委員。 

○中川委員 正直ですね、どっちにしていいかよく分かりません。 

  どうしてもしなければならないということがちょっと私もよく分からない、しなければ

いけないことなのかなというのがちょっと分からないんですけど、確かに報告は受けてる

し、意見もあったと思うんですよ、委員の中から。だから、そういう活動を全然してない

わけではないので、残さなければいけないのなら残したほうがいいと思います。 

（発言する者あり） 

○北地委員長 ちょうど意見も半々ぐらいになりましたところで、先ほど山崎委員のほうか

らありましたように、正副委員長のほうで考えてくれということがありましたので、こち

らで判断させてもらってもよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 ありがとうございました。 

  副委員長、よろしくお願いします。 

  では、一応結論が出ましたので、今日の日程は全て終了いたしましたので、これで基地

周辺対策特別委員会を終了といたします。 

  今日はありがとうございました。 

 

10時12分 閉会 


